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STATE OF INNOVATION 
– トムソン・ロイターの取組み
STATE OF INNOVATION 
– トムソン・ロイターの取組み

分析の目的
－ 何を測り、分析するか
分析の目的
－ 何を測り、分析するか



研究評価に関するライデンマニフェスト研究評価に関するライデンマニフェスト
1) Quantitative evaluation should support qualitative, expert 

assessment.
1) Quantitative evaluation should support qualitative, expert 

assessment.

2) Measure performance against the research missions of the institution, 
group or researcher.

3) Protect excellence in locally relevant research.3) Protect excellence in locally relevant research.

4) Keep data collection and analytical processes open, transparent and 
simple.

5) Allow those evaluated to verify data and analysis.5) Allow those evaluated to verify data and analysis.

6) Account for variation by field in publication and citation practices.

7) Base assessment of individual researchers on a qualitative judgement
of their portfolio.

7) Base assessment of individual researchers on a qualitative judgement
of their portfolio.

8) Avoid misplaced concreteness and false precision.

9) Recognize the systemic effects of assessment and indicators.9) Recognize the systemic effects of assessment and indicators.

10) Scrutinize indicators regularly and update them.

http://www.nature.com/news/bibliometrics-the-leiden-manifesto-for-research-metrics-1.17351
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何のために分析するか何のために分析するか

ミッション・
自機関を取り巻く状況

ミッション・

社会的使命

ビジョン

自機関の
現状

自機関を取り巻く状況

戦略：外部の状況・⾃誌の現状と

整合性がとれており、実⾏可能な、ビジョン

ありたい/なりた

い姿

現状 整合性がとれており、実⾏可能な、

中⻑期的な⽅針・目標・計画

い姿

戦略

実⾏計画（Plan)

戦略・計画の

修正・変更

（Action)実⾏計画（Plan)

実⾏（Do) 評価（Check)

（Action)

実⾏（Do) 評価（Check)



何を測り、分析するか何を測り、分析するか

論⽂数論⽂数

総被引用数総被引用数

平均被引用数平均被引用数

h-Indexh-Index

共著分析共著分析

・
・

・
・

・
・

客観的なインパクトを知るための被引用数客観的なインパクトを知るための被引用数

• 学⽣の卒業論⽂で引⽤された

• 博⼠論⽂に引⽤された• 博⼠論⽂に引⽤された

• 学術誌に引用された• 学術誌に引用された

• その分野で定評のある学術誌に引用された
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研究成果分析に使用される
データ

研究成果分析に使用される
データ

研究成果分析に用いるデータの条件研究成果分析に用いるデータの条件

• 厳選された国際誌（ジャーナル）である• 厳選された国際誌（ジャーナル）である
– 高品質のジャーナルに掲載される＝質の保証

• データがきちんと索引されている
– 著者名が全て索引されている＝共著者の分析ができる

– 著者の所属が全て索引されている＝共同研究機関の分析ができる– 著者の所属が全て索引されている＝共同研究機関の分析ができる

– 論⽂データにドキュメントタイプ・分野が付与されている

• 引用情報がある• 引用情報がある
– 何回引用されているか

– どこから引用されているか

– 他大学と比較して多いか、少ないか– 他大学と比較して多いか、少ないか

• 他⼤学と⽐較するためには、所属機関が全て索引されている必要がある

※ 索引＝データ項目としてデータベースに収録すること
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Web of Science Core Collection Web of Science Core Collection Web of Science Core Collection Web of Science Core Collection 

研究情報のゴールドスタンダード
Web of Science Core Collection Web of Science Core Collection Web of Science Core Collection Web of Science Core Collection 

研究情報のゴールドスタンダード

• Web of Science Core Collectionは多くの大学や研究機関等におい• Web of Science Core Collectionは多くの大学や研究機関等におい
て、研究情報検索に使われてきた引⽤⽂献データベースです。

• 下記のような理由から研究業績の評価や公開にも適しています。

– 幅広い分野の⼀流ジャーナルを網羅的に収録している

– 1900年からの引⽤情報を持っている– 1900年からの引⽤情報を持っている

– 全論⽂に対し、全ての著者と著者所属を収録している

– 研究情報のグローバルスタンダードとして様々な調査に活用される

各分野のコアジャーナル約各分野のコアジャーナル約各分野のコアジャーナル約各分野のコアジャーナル約12,70012,70012,70012,700誌誌誌誌

6000600060006000万レコード万レコード万レコード万レコード

163,000163,000163,000163,000会議の会議録会議の会議録会議の会議録会議の会議録

Web of Science Core CollectionWeb of Science Core CollectionWeb of Science Core CollectionWeb of Science Core Collection

文献の過去/未来/関連情報を持つ
2004

Web of Science Core CollectionWeb of Science Core CollectionWeb of Science Core CollectionWeb of Science Core Collection

文献の過去/未来/関連情報を持つ

引⽤情報を利⽤して 2003
Times Cited

2006
未来未来未来未来

引⽤情報を利⽤して

検索では⾒つからない

研究のつながりを発⾒

2003
Times Cited

2007
2000

References
2000

2007

1974 1998

過去過去過去過去
Related Records

共通の
1993

2004

関連関連関連関連共通の

引用文献

1993
1999 2002

関連関連関連関連

1994



Web of Science Core CollectionWeb of Science Core CollectionWeb of Science Core CollectionWeb of Science Core CollectionWeb of Science Core CollectionWeb of Science Core CollectionWeb of Science Core CollectionWeb of Science Core Collection

ジャーナルのインパクトファクターを⾒る

（JCRの機能）（JCRの機能）

インパクトファクター：

あるジャーナルが1年間で平均的にあるジャーナルが1年間で平均的に

何回引用されるかを示す指標

分野ランク：

ジャーナルが分類されている分野の
中でのインパクトファクター順位中でのインパクトファクター順位

Web of ScienceのコンテンツWeb of Scienceのコンテンツ

Web of ScienceプラットフォームWeb of Scienceプラットフォーム

28,000ジャーナル
9600万レコード
28,000ジャーナル
9600万レコード

研究 特許研究
データ

特許

地域
Web of Science 

Core Collection書籍

地域

ジャー
ナル

12,700ジャーナル
6000万レコード
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Web of Scienceのコンテンツ拡充計画Web of Scienceのコンテンツ拡充計画

拡充コンテンツ拡充コンテンツ
5000ジャーナル（2016年前半まで）

研究 特許

Web of Science Core 

研究
データ

特許

地域
Web of Science Core 

Collection
Web of Science 

Core Collection書籍

地域

ジャー
ナル
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拡充コンテンツのポイント拡充コンテンツのポイント

� Web of Science上の新たなデータベースとして、2016年前半� Web of Science上の新たなデータベースとして、2016年前半
までに約5000誌を追加

� 地域において重要なジャーナル

� 新しい、注目分野のジャーナル 等

� 厳しい選定基準を持つSCIE、SSCI、AHCIとは別のコンテンツ� 厳しい選定基準を持つSCIE、SSCI、AHCIとは別のコンテンツ
セットとして構築

� 特定の地域や分野において重要なジャーナルを収録、
より多様な文脈における研究分析を可能に
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Web of ScienceのItem Level Usage MetricsWeb of ScienceのItem Level Usage Metrics
• Web of Scienceプラットフォーム上の論⽂レコードの「利⽤」に着目し、• Web of Scienceプラットフォーム上の論⽂レコードの「利⽤」に着目し、
引⽤指標による評価が困難な論⽂に関する「興味」の度合いを⽰します。

• 研究者に使われるWeb of Science上の「利⽤回数」をカウントしています
ので、ソーシャルメディアでのシェア等に比べ、より研究の観点からの「興ので、ソーシャルメディアでのシェア等に比べ、より研究の観点からの「興
味」を示していると考えられます。

• 直近180⽇間の利⽤回数

• 2013年以降の利⽤回数（累積）

ORCIDとの連携強化ORCIDとの連携強化
• ResearcherIDを持たない研究者のORCID IDも、Web of Scienceレコード• ResearcherIDを持たない研究者のORCID IDも、Web of Scienceレコード

上に表示されるようになりました。

• これにより、新たに9万におよぶORCID IDがWeb of Scienceに追加され、
150万の論⽂情報がアップデートされています。150万の論⽂情報がアップデートされています。

BEFORE AFTER



新しい指標開発 – 外部機関との共同研究

⽂部科学省 科学技術・学術政策研究所 - 謝辞情報の名寄せ⽂部科学省 科学技術・学術政策研究所 - 謝辞情報の名寄せ

統計数理研究所 - 研究成果をはかるための新たな指標・共著関係
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ブラックスワンはいるかブラックスワンはいるか
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複雑な世界を勝ち抜く複雑な世界を勝ち抜く

既定のはしごをのぼっていくと頂点に到達できる
世界から、より複雑で、答えの⾒えにくい世界へ

多様な視点から情報を収集・分析し、明確なビジョンのもとに次の
一歩を決定する。感性を研ぎ澄まし、環境の変化に機敏に反応する。
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研究管理システム

•情報を集約、研究成果を多目的に活用

情報活用情報集約情報収集

•情報を集約、研究成果を多目的に活用

CONVERISCONVERISCONVERISCONVERIS 業績公開

既存DB
（人事・財務

研究

評価（人事・財務
など）

機関リポ

ジトリ

URA

図書館図書館図書館図書館

• Web of Science
•PubMed

CV

研究者研究者研究者研究者
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•PubMed
• ORCiD など

報告書

IR



研究管理システム研究管理システム

•情報公開モジュールにより、業績をシームレスに公開•情報公開モジュールにより、業績をシームレスに公開

論⽂などの業績を収録、管理研究業績管理

外部・内部DBからのデータを組み合わせ多角的に分析研究評価 外部・内部DBからのデータを組み合わせ多角的に分析

研究助成⾦の獲得状況、研究進捗、予算管理

研究評価

研究助成
プロジェクト 研究助成⾦の獲得状況、研究進捗、予算管理

⼤学院⽣の研究指導記録、学位論⽂管理、成績などを

プロジェクト
管理

⼤学院⽣の研究指導記録、学位論⽂管理、成績などを

管理
⼤学院⽣管理

学内の知的財産情報を集約管理
特許・ライセン
ス管理

レピュテーションを向上させる
には
レピュテーションを向上させる
には
〜レピュテーションとは



トムソン・ロイター
アカデミック・レピュテーション・リポート
トムソン・ロイター
アカデミック・レピュテーション・リポート

•2010年~2014年の5年間に渡って実施•2010年~2014年の5年間に渡って実施

•世界中の研究・教育に携わる•世界中の研究・教育に携わる
65,000人から回答

•105の研究分野をリードする•105の研究分野をリードする
大学名を回答
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アカデミック・レピュテーション・サーベイ
トピック ①
アカデミック・レピュテーション・サーベイ
トピック ①

•特定の大学が主要6分野において全体をリード•特定の大学が主要6分野において全体をリード
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アカデミック・レピュテーション・サーベイ
トピック ②
アカデミック・レピュテーション・サーベイ
トピック ②

•ハーバード大学：分野ごとの詳細•ハーバード大学：分野ごとの詳細

精神医学・
人文科学

精神医学・
⼼理学

社会科学
自然
科学

教育

その他

政治学

社会科学科学 その他

薬理学

ライフ

工学 経済学・
ビジネス

法学
公衆衛生ライフ

サイエンス 社会科学
一般

法学
公衆衛生

社会学
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アカデミック・レピュテーション・サーベイ
トピック ③
アカデミック・レピュテーション・サーベイ
トピック ③

•特定分野に強い大学•特定分野に強い大学
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アカデミック・レピュテーション・サーベイ
トピック ④
アカデミック・レピュテーション・サーベイ
トピック ④

•メルボルン⼤学：レピュテーションと論⽂数の関係•メルボルン⼤学：レピュテーションと論⽂数の関係
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なぜレピュテーションが重要なのかなぜレピュテーションが重要なのか

大学の役割：
イノベーションを生む環境を整えるイノベーションを生む環境を整える

ヒトヒト

ヒト

イノベー

ション カネ

モノカネ
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なぜレピュテーションが重要なのかなぜレピュテーションが重要なのか

•研究者・学生
�転職・留学先選定において⼤きな決定要因�転職・留学先選定において⼤きな決定要因

国内外からの優秀な研究者・学生の誘致国内外からの優秀な研究者・学生の誘致

•海外研究機関・大学
�共同研究・パートナーシップ提携先の選定�共同研究・パートナーシップ提携先の選定

より成果の高い研究より成果の高い研究

•研究助成⾦提供機関
•地域社会•地域社会
•産業界 31

レピュテーションを上げるために・・・

政府機関研究者

レピュテーションを上げるために・・・

政府機関

学生

研究者

ウェブサイト
Emailによる

情報発信
広告

ウェブサイト 情報発信
広告

ランキング研究業績
研究環境

研究内容

ソーシャル
メディア

研究内容

誰に、何を、どのように伝えるか？
32

誰に、何を、どのように伝えるか？



レピュテーションを決定するステークホルダー

•レピュテーション ≒ 学外での知名度 ≒ ブランド

レピュテーションを決定するステークホルダー

•レピュテーション ≒ 学外での知名度 ≒ ブランド

学内学内

⽂科省、

助成⾦提供

機関など
大学の取組み

<学外>
社会

<学外>
社会助成⾦提供

機関など
大学の取組み 社会社会

<学外>
研究コミュニティ

<学外>
研究コミュニティ
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研究コミュニティ研究コミュニティ

レピュテーションに影響するチャネルレピュテーションに影響するチャネル

研究活動
•学会活動
論⽂発表リアル

•自学ウェブサイトオウンドメディア

研究活動

メディア

•学会活動
•論⽂発表
•研究交流

リアル

管理／運営 •自学ウェブサイト
•ダイレクトメール

オウンドメディア
(owned)

ペイドメディア

メディア 管理／運営

可能

ペイドメディア
(paid)

•マス広告

管理／運営 サードパーティ •ニュース

•口コミ

管理／運営

困難
サードパーティ

メディア
•ニュース
•ランキング

アーンドメディア
(earned)

•口コミ
•ソーシャルメディア

上記のチャネルの活⽤にあたって国際的な認知を意識した場合、
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上記のチャネルの活⽤にあたって国際的な認知を意識した場合、

大学名（商標）やドメイン名も重要な要因となる。



レピュテーションを向上させるレピュテーションを向上させる
には
〜オウンドメディアの活⽤〜オウンドメディアの活⽤

レピュテーション（研究）を決定する要因レピュテーション（研究）を決定する要因

• パフォーマンス• パフォーマンス

– 研究（質（新規性、経済的・社会的インパクト）、量）

– ⼈材（研究⼈材の量・質、研究⼈材の排出）

• 研究環境

– 研究設備

– 研究支援人材 研究・学習
ビジョン・
理念– 研究支援人材

– 研究資⾦

– 研究拠点・センター

研究・学習
環境

ビジョン・
理念

– 研究拠点・センター

• 印象

– ランキング 強い研究
分野・人材

ランキ
ング

ランキング

– メディアへの露出

• ビジョン・理念

分野・人材 ング
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オウンドメディアによるレピュテーションの向上
特色のある分野のアピール ①
論⽂指標による競争⼒の⾼い分野
特色のある分野のアピール ①
論⽂指標による競争⼒の⾼い分野

• 世界および⽇本において、論⽂数や被引⽤数指標が上位にランキングされる• 世界および⽇本において、論⽂数や被引⽤数指標が上位にランキングされる
分野をアピールする。
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オウンドメディアによるレピュテーションの向上
特色のある分野のアピール ①
論⽂指標による強みを持つ分野の特定
特色のある分野のアピール ①
論⽂指標による強みを持つ分野の特定

2004年から2013年 WoS論⽂によるTop 5 研究分野2004年から2013年 WoS論⽂によるTop 5 研究分野2004年から2013年 WoS論⽂によるTop 5 研究分野2004年から2013年 WoS論⽂によるTop 5 研究分野2004年から2013年 WoS論⽂によるTop 5 研究分野2004年から2013年 WoS論⽂によるTop 5 研究分野

1995年から2014年 Normalized Citation Impact が世界水準1995年から2014年 Normalized Citation Impact が世界水準1995年から2014年 Normalized Citation Impact が世界水準1995年から2014年 Normalized Citation Impact が世界水準
より高い研究分野
1995年から2014年 Normalized Citation Impact が世界水準
より高い研究分野
1995年から2014年 Normalized Citation Impact が世界水準
より高い研究分野
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World average lineWorld average lineWorld average line

InCites Benchmarkingによる分析例



オウンドメディアによるレピュテーションの向上
特色のある研究者のアピール ③
現在、今後の期待が高い研究者を探す
特色のある研究者のアピール ③
現在、今後の期待が高い研究者を探す

2009年~2014年

1論⽂あたりの被引

用数： 23.3 
腫瘍学

生化学

2009年~2014年
Normalized Citation Impactによる研究者ランキング

1論⽂あたりの被引

用数： 23.3 
H-index:  13 1論⽂あたりの被引

用数： 14.5
H-index： 7

1論⽂あたりの被

引用数： 9.8

腫瘍学

H-index： 7 引用数： 9.8
H-index:  7

材料科学
被引用数

SO

研究助成⾦

SO
Researcher AResearcher B

Researcher C 研究助成⾦

W T

Researcher C
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【研究のインパクトと助成⾦の関連を分析】

InCites Benchmarkingのデータを元にした分析例

オウンドメディアによるレピュテーションの向上
Emailによる情報発信 ①
オウンドメディアによるレピュテーションの向上
Emailによる情報発信 ①

■大学における一般的な課題■大学における一般的な課題

• 海外におけるReputation

• 英⽂ウェブサイトの認知度が低い• 英⽂ウェブサイトの認知度が低い

• 海外研究者・留学⽣向けの環境整備がアピールできていない

• 研究成果・業績を海外に発信していきたい• 研究成果・業績を海外に発信していきたい

海外の「適切なターゲット」に向けたアクティブな情報発信海外の「適切なターゲット」に向けたアクティブな情報発信

適切なターゲットとは？

•大学ランキング上位登場する大学
•アジアで台頭してきている大学
•強みを持つ研究分野で積極的に研究をしている大学
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•強みを持つ研究分野で積極的に研究をしている大学



オウンドメディアによるレピュテーションの向上
Emailによる情報発信 ②

発信者のロゴを添付

オウンドメディアによるレピュテーションの向上
Emailによる情報発信 ②

＜メール配信結果 例＞＜メール配信結果 例＞

・配信先：大学が強みとする分野で
世界の⼀流ジャーナルに

論⽂掲載実績がある研究者

・配信数：75,000通・配信数：75,000通
・開封率：31%

（24,000人が開封）
・クリック率：7%・クリック率：7%

（約5､000人がリンク先のウェブサイトを
閲覧）

省略省略

＜配信メールサンプル＞

4141

＜配信メールサンプル＞

オウンドメディアによるレピュテーションの向上
学内・学内の情報を組合わせて成果を発信
オウンドメディアによるレピュテーションの向上
学内・学内の情報を組合わせて成果を発信

•研究管理システム：情報を集約、研究成果を多目的に活⽤

情報活用情報集約情報収集

•研究管理システム：情報を集約、研究成果を多目的に活⽤

CONVERISCONVERISCONVERISCONVERIS 業績公開

既存DB
（人事・財務

研究

評価（人事・財務
など）

機関リポ

ジトリ

URA

図書館図書館図書館図書館

• Web of Science
•PubMed

CV

研究者研究者研究者研究者
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•PubMed
• ORCiD など

報告書

IR



オウンドメディアによるレピュテーションの向上
研究マネジメントシステムによる業績公開
オウンドメディアによるレピュテーションの向上
研究マネジメントシステムによる業績公開

•情報公開モジュールにより、業績をシームレスに公開•情報公開モジュールにより、業績をシームレスに公開

フレッド・ハッチンソン
がん研究センター

論⽂などの業績を収録、管理研究業績管理
がん研究センター

アボー・アカデミー
外部・内部DBからのデータ
を組み合わせ多角的に分析

研究評価

業

績 アボー・アカデミー
を組み合わせ多角的に分析

研究助成⾦の獲得状況、研究

研究評価

研究助成
プロジェクト

公

開

モ
研究助成⾦の獲得状況、研究

進捗、予算管理

大学院生の研究指導記録、学

プロジェクト
管理

モ

ジ

ュ大学院生の研究指導記録、学
位論⽂管理、成績などを管理

⼤学院⽣管理 ュ

ー

ル

トゥルク大学
学内の知的財産情報を集約管
理

特許・ライセン
ス管理

ル

レピュテーションを向上させる
には
レピュテーションを向上させる
には
〜サードパーティメディアの

活用活用



いろいろなランキングいろいろなランキング

•ランキングごとに特⻑•ランキングごとに特⻑

Research Citation impact Social impact Innovation International  Teaching Overall
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ARWU 20% 20% 10% 20% 20% 10%

QS 40% 20% 5% 5% 10% 20%

THE 6% 6% 18% 30% 2.5% 2.5% 2.5% 2.5% 15% 4.5% 2.25% 6% 2.25%

US News 12.5% 12.5% 12.5% 10% 10% 12.5% 10% 10% 5% 5%

Ranking Web 17% 50% 17% 17%

Leiden Ranking 100%

45

サードパーティメディアの活用サードパーティメディアの活用
⾼被引⽤論⽂による⽇本の研究機関ランキング 2015

1 東京大学

2 京都大学2 京都大学

3 大阪大学

4 国⽴研究開発法⼈ 理化学研究所4 国⽴研究開発法⼈ 理化学研究所

5 東北⼤学

6 国⽴研究開発法⼈ 産業技術総合研究所

7 名古屋大学7 名古屋大学

8 東京工業大学

9 国⽴研究開発法⼈ 物質・材料研究機構9 国⽴研究開発法⼈ 物質・材料研究機構

10 九州大学
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出典：トムソン・ロイター http://ip-science.thomsonreuters.jp/press/release/2015/esi2015/



サードパーティメディアの活用サードパーティメディアの活用
World University Rankings 2014-15

23 東京大学

59 京都大学59 京都大学

141 東京工業大学

157 大阪大学157 大阪大学

165 東北⼤学

226- 名古屋大学

226- 東京首都大学226- 東京首都大学

276ｰ 東京医科⻭科⼤学

301- 筑波大学301- 筑波大学

351- 北海道⼤学、九州⼤学、早稲⽥⼤学
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出典：THE https://www.timeshighereducation.co.uk/world-university-rankings/2015/

サードパーティメディアの活用サードパーティメディアの活用
World University Rankings 2014/15

31 東京大学

36 京都大学36 京都大学

55 大阪大学

68 東京工業大学68 東京工業大学

71 東北⼤学

103 名古屋大学

126 九州大学126 九州大学

135 北海道⼤学

197 慶應大学197 慶應大学

198 筑波大学
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出典：QS http://www.topuniversities.com/university-rankings/world-university-rankings/2014



サードパーティメディアの活用サードパーティメディアの活用
ARWU 2015

21 東京大学

26 京都大学26 京都大学

77 名古屋大学

85 大阪大学85 大阪大学

101- 東北⼤学

151- 北海道⼤学

151- 東京工業大学151- 東京工業大学

201- 九州大学

201- 筑波大学201- 筑波大学

301- 千葉⼤学、慶応義塾⼤学、神⼾⼤学、
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出典：ARWU http://www.shanghairanking.com/ja/ARWU2015.html 

サードパーティメディアの活用サードパーティメディアの活用
Best Global Universities Rankings 2015

24 東京大学

60 京都大学60 京都大学

111 大阪大学

129 東北⼤学129 東北⼤学

164 東京工業大学

167 名古屋大学

244 北海道⼤学244 北海道⼤学

248 筑波大学

250 九州大学250 九州大学

284 早稲田大学
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出典：U.S.News http://www.usnews.com/education/best-global-universities/rankings



サードパーティメディアの活用
科研費：研究者が所属する研究機関別科研費：研究者が所属する研究機関別

採択件数・配分額一覧（平成26年度）

出典：⽂科省 http://www.mext.go.jp/a_menu/shinkou/hojyo/__icsFiles/afieldfile/2014/10/20/1352401_2.pdf
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サードパーティメディアの活用
アカデミック・レピュテーション
サードパーティメディアの活用
アカデミック・レピュテーション
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サードパーティメディアの活用
その他
サードパーティメディアの活用
その他

•社会的・経済的影響度•社会的・経済的影響度
•Altmetrix
•人材育成

•Web of ScienceのItem Level Usage 
Metrics•人材育成

•特許
•経済価値

Metrics
•Officers & Directors Alumni Report
•The World’s Most Innovative 
Universities(9月中旬発表）

経済価値
Universities(9月中旬発表）

【Officers & Directors Alumni Report（Alumni Ranking）について】
•世界5,000大学の卒業生を対象に分析•世界5,000大学の卒業生を対象に分析
•研究成果・論⽂数とは違った“成果”
•トムソン・ロイターの世界76,000企業の取締役・役員データベースから出
身大学を分析、輩出の多い大学Top100校を発表身大学を分析、輩出の多い大学Top100校を発表

【The World’s Most Innovative Universitiesについて】
•学術論⽂、特許の両側⾯を分析
特許の広がり（国際性）やインパクト（被引⽤数）、企業との共著論⽂な
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学術論⽂、特許の両側⾯を分析

•特許の広がり（国際性）やインパクト（被引⽤数）、企業との共著論⽂な
どから、世界で最もイノベーティブな大学Top100校を発表

ご清聴ありがとうございましたご清聴ありがとうございました

●お問合せ先

トムソン・ロイタートムソン・ロイター
学術情報ソリューション

Tel: 03-4589-3102
japan.gainquiry@thomsonreuters.com
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japan.gainquiry@thomsonreuters.com


